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　「旅」を通して、見たことのなかった風景に出会い、自らの実体験として
蓄積する。そして私たちは、それらを自らが追い求める都市の姿に重ね合わ
せながら今後も都市について思考を巡らしていく。
　そうした意味で、「旅」はこの先もずっと続き、これまでの旅もまた自身

の思考やデザインに大きなインパクトを与える経験となっているであろう。
　以降では、これまでの旅を通して研究室メンバーが何を感じ、考えたのか、
それぞれ印象深いものについて振り返ってもらった。

デザ研メンバーが選ぶ「旅」で訪れた印象的な都市
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いま、「旅」を振り返って
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なぜ私たちは「旅」に出るのか

わたしだけの “ 旅のおきて ”

編

可能な限り荷物を軽く

Always try to book a guesthouse in the old city center instead of a hotel when traveling in China. 

Chatting with the owners and exploring the details of the houses’ kodawari are so much fun.

計画立てて行きたい場所をめぐる日と計画を立てず

ひたすら街をぶらぶらさまよう日を両方つくる

どの国に行っても 4~5 日目に

日本が恋しくなってマックに行き着く

ローカルな方とできる限り多くの言葉を

交わしてそのまちの雰囲気を知る

バカンスでも観光でも旅行でもなく、「旅」であること、

身体性やローカリティや偶然を大切にすること

その街で一番高いところにのぼる

見晴らしが良い場所に行く

タスクに追われないように前日は確実にオール

25 年くらい前から使っている B6 サイズの

ハードカバースケッチブックは必ず持参。

できるだけ最初にその街を俯瞰できる場所に行く

「1 都市 3 日」

外国では必ず本屋に立ち寄る。
どの言語圏の文学が受容されているか眺めたり、解説が理解

できなくても雰囲気が伝わる美麗な写真集を手にとったり。
（日本文学を集めた一角にも立ち寄るが、ハルキムラカミは強し。）

古着屋に行ってなにか一着、気に入ったものを買う。

そのときの自分の服の好み・嗜好と、そのまちにたまたま仕入れられて

いた服がマッチしてそれを身に着けることが、なんとなく嬉しい。
（あとから振り返るとなんであんなの買ったんだということも多々…）

足でたくさん歩く

自分用にご当地の小物を何か買う。

何もなさそうなときは（半ば無理やり）お酒。

　この 2年間、「旅」に出る機会が減り、想像力を喚起する新しい発見や感
動的な出会いが随分と奪われてしまったように感じる。〔旅の共有〕のプラッ
トフォームをつくり、その渇きを少しでも潤すことができないだろうか。
　ここでは、今一度自分自身の「旅」を見つめ直し、その経験を他の人と共

有するため都市デザイン研究室のメンバー（B4-M2 生・先生方）を対象に行っ
たアンケートの結果をまとめている。
　はじめに、都市と向き合う者としての幅広いこだわりが表れるそれぞれの
「旅」観を紹介する。

忘れられない「旅」を語る

そのまちのモノやヒトとの

有名な観光地でもふとした路地で

も直感的に好きだと感じた空間を

写真に収める。
有名なラーメン店や麺料理店は押さえておく

訪れたらまずは街の端を見る

旅のときは常にイエスマン

偶発的な出会い

旅は長期戦

感じたことを
留める

まちの「見方」
場所への理解を深めるためのこだわりが強く表れている。

それは単に「空間を見る」ことにとどまらず、また空間ひとつとってもその視点は三者三様である。

徹底的にそのまちを味わうため、しっかり時間をかけて旅に出る。

その長い旅を楽しむには、タスク処理や自分に合う食のリサーチなどの事前準備も欠かせない。

そこに行かないと判らない、手に入らない、他では

替えられない経験こそを旅の価値として捉える。

その場所、瞬間に見て、感じ、考えたことを

記録し、自分の実体験として蓄積する。

国
内

Kurashiki,
OKAYAMA

Onomichi,HIROSHIMA
> 瀬戸内海の気候が至高。老後に住みたい！

                  　　　　　> どこを切り取っても絵になる。

> 様々な混在が独特な景色を生んでいる。

　　　　　　> 個性的な小店舗が醸し出す自由な風土。

Hakodate,HOKKAIDO
 > 古い街並みと冬の雰囲気が妙にマッチしていて印象的。
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　> お魚がおいしかった。

Tomakomai,HOKKAIDO

Sapporo,HOKKAIDO

> 静かな港

Semboku,AKITA
「乳頭温泉郷」

> 美しいブナ林と秘湯。

> 日本で数少ない混浴。マナーを守って入りましょう。

Sakata,YAMAGATA
> 街と港の関係

Sendai,MIYAGI
> 市街地がコンパクトで、

歩いて回るのに丁度いい。

 Inawashiro,FUKUSHIMA
> 紅葉と地形がすごかった記憶。

Onuma-gun,FUKUSHIMA

> 都市工オタクで訪れた、トロッコ列車が絶景。

「只見線」

Kitakata,
FUKUSHIMA

 Noto-hantou,ISHIKAWA
 > 輪島、千枚田、能登島、千里浜、氷見など、多様な見所。

Yatsuo-machi,TOYAMA
> 風の盆

Odaiba,TOKYO

Chikura-machi,CHIBA
> 外洋に向かう風景。

Yokohama,KANAGAWA

Numazu,SHIZUOKA
> 気軽に行けて海が綺麗。

Nakatsugawa,GIFU

「中山道」
> 都会の喧騒に疲れたときこそ歩きたい。

Gujohachiman,
GIFU

Takashima,SHIGA
 > 琵琶湖畔の街。

Kanazawa,ISHIKAWA
 > 初めての 1 人旅。
　おでん屋のお店の人と話したのが楽しかった。

         > 寿司屋の味噌汁で心も体もポカポカになった。

> やっぱりご飯が美味しい。

Tondabayashi,
OSAKA
> どこを歩いても文脈を破壊する
   ような PL タワーが目にとまる。

Osaka,OSAKA
> 夕焼けの中之島は絶景。

Kyoto,
KYOTO

Tottori,TOTTORI
> 砂丘を越えて海が見えた感動と
   寝台列車のワクワク感。

Naoshima,
KAGAWA

Takamatsu,
KAGAWA

Kochi,KOCHI

Suzaki,KOCHI
> 穏やかな港町。

Matsuyama,EHIME
> 瀬戸内海が good。ちょうど良い街のスケール感。

Hatsukaichi,Hiroshima
「厳島」

> 水が澄んでいてポカポカしていて最高。
   普通に鹿がいる。

Beppu,Oita
> 夜に賑わう俗世の温泉街。

> 盆地の小宇宙。

「耕三寺」
> 白い大理石だけでできた庭園から地獄絵図と

仏像で埋め尽くされた洞窟まで、とにかく神秘的。

Kumamoto,
KUMAMOTO

Kagoshima,KAGOSHIMA
> 朝起きると車に火山灰が積もっていたのが印象的だった。

Nagasaki,NAGASAKI
> 美しい坂道。
>坂のある街っていいですよね。　

旅先の写真やイラストが入ったマグネットを必ず買う。

 日本でも海外でも地ビールはチェック。

「旅」は、やはり一人で、見知らぬ土地をゆきたい。

見知らぬ土地を鏡にして、自分に向き合いたい。

出張の際には、用事の前後になるべく一人の時間を確保して、

気のおもむくままに知らない場所を行く。
コインロッカーに仕事の荷物を全部預け、身軽になった瞬間、

見知らぬまちに一歩を踏み出す、その瞬間が最高に楽しい。

最近はレンタサイクルやシェアサイクルがあり、

自転車で巡ることも増えたが、基本はとにかく歩く。

歩き続けて、そのまちの風景の中に没入する感覚が得られたとき、

とても幸せな気分になる。

必ず地元の古書店を巡る。
棚から、そのまちの文化を感じとるとともに、

その地元にしかないような郷土本を探索する。

Yufuin,Oita

「自分の知らない風景に出会う」
建物が建つ環境全体を体感する、実際に体験し、自らが追い求める建築の姿に重ね合わせる。ー安藤忠雄

旅を通した実空間の体験、場の使われ方の観察が設計に活き、「見たことのない空間」から “ エネルギー ” を貰うー伊東豊雄

いろいろな経験ができることで想像力が刺激され、新たな発見を重ねることができる。ー北川原温 

（「建築への旅、建築からの旅」より）
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Mexico city,MEXICO
文化人類学博物館がとにかく楽しい。

屋台の tacos は、赤より緑のソースの方が実は辛い（ハバネロ）ので注意。

London,UK
圧倒的な文化の蓄積というか。

大英博物館とナショナル・
ギャラリーが無料なのはすごい。

Jerusalem,STATE OF ISRAEL
実際、歴史の舞台として数多くの物語の中心となった場所なので、

今まで行った都市の中で唯一無二な感じを最も受けた。

旧市街は迷いっぱなしでした。

New Delhi,INDIA
人の熱気、熱量。ここには本当に

13 億人いるんだなと感じた。

Nur-Sultan,KAZAKHSTAN
黒川紀章計画の首都が圧巻。

社会主義の都市スケールは計画規模と一つ一つの建物の

奇抜さの格が違った。ここを訪れて都市って面白いなと思い、

都市計画を専攻することに決めた。 

Massachusetts,US
ボストン
＞華々しい大通りから 1 本裏に入ると一気に治安悪くなる。
　（不良に絡まれ俺史上最速の逃げ足を発揮した。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞パークシステム Kuala Lumpur,MALAYSIA
暑さ寒さも温帯までと実感した熱帯滞在。

Virginia,US
シャーロットビルの

ヴェージニア大学キャンパス

New Jersey,US
教科書でお馴染みのラドバーン。

修士の頃、同期の栗原君と二人で訪ねたのを皮切りに、その後、10 回近く訪れて

いる。行くたびにとにかく中央ののびやかな緑地に心を洗われる。

Venezia,ITALY
車が一切なくて、街に張り巡らされた水路と路地・広場の
ネットワークがすごくヒューマンスケールで居心地が良かった。

Verona,ITALY
カルロ・スカルパ

Hong Kong
超高層ビルの乱立と足元空間の賑やかさの両立。

「都市オブ都市」

Strasbourg,FRANCE
卒業旅行で毎日のように各都市の聖堂を巡って登ったけど、

ストラスブール大聖堂が一番印象に残った。

圧倒的な存在感、尖塔から見た屋根並みが印象的。

アルザス地方の料理がうまかった。

Frankfurt,GERMANY
「ヨーロッパの名古屋」

Hangzhou,CHINA
西湖とその周辺

Shenzhen,CHINA
香港から陸路で到達すると

種々の表記が繁体字が簡体字に切り替わり、
視覚の混乱が面白い。

Beijing,CHINA

Phuket,THAILAND
リゾート地として観光客向けに商業が発達。

多くのお土産屋さんで洗濯を頼むことができ、翌朝にはクロークに届いていた。

Oxford,UK

 California,US
＞サンフランシスコ
　　　　　　　　　　　　　＞小洒落た雰囲気のメルローズ（LA）

＞サンディエゴ 真冬に行っても暖かい。

　　　   ＞バスなど標識が英西二ヶ国語表記になっていて国境の街だと実感。

Bangkok,THAILAND
「妖しさと活気。」

＞街全体が「全力でかかってこい」と語りかけてくるよう。

　　　　　　　　　　　　＞経済成長を示す華やかなビルやショッピングセンター　　　　　　　
　　　　　　　と、昔ながらの朝食のための露店が同居している面白さ。

Taipei,TAIWAN
移動・食事にコストがかからない上に日本人にフレンドリーで、
コミュニケーションが楽。

淡水
高速ボートに乗って水上から街と山を眺めるのが楽しい。

夕日が海に沈むのを眺められる港、海沿いに店が並び路上ライブや
大道芸が行われていて夕暮れに行くとノスタルジック。

Tainan,TAIWAN
New York,US
学科の人と初めて行った海外の都市。

街並み、建築、公園、広場、食、治安、

あらゆるものがものすごく刺激的だった。

Cordoba,SPAIN
スペインもアンダルシアまでおりてくると、ここまで都市の

景色や雰囲気が違うんだなと感じた。メスキータを始めとして

イスラームとの融合が肌で感じ取れる。

SINGAPORE
昔住んでたこともあるけど、旅行客として行ってもやはりよかった。

食べ物が全部うますぎる。常夏なのも最高。

Hoi An,VIETNAM
川沿いと路地が心地のよい人のための空間。

Rotterdam,NETHERLANDS
パリを出て初めに入った都市だったからか、肌で感じる

治安の良さで安堵した都市。建築も奇抜で面白い。

オランダはまた今度ゆっくり見たいなあ。

Munchen,GERMANY
どこかのびやかな空気が漂っている。

Wien,AUSTRIA
トラムから建築をボーッと眺めているだけでたのしい。

Washington,US
シアトルのウォーターフロント

Cairo,EGYPT
ピラミッドはやっぱデカイです。

あとは大博物館に物置とばかりにミイラが積まれていたり。



タージマハル／建物が放つあまりの威厳にくらくらした。

：合田
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メキシコシティ／大衆食堂での食事：宮園
マレーシア／ドリアン。

( 髪も服も現地調達 )：合田

ニューヨーク／キューバ料理

：若松

オランダ・ユトレヒト /
名物のアップルボール。
美味しすぎて感動した。：河崎

高知県 /

かつお、にんにく、おおば、さいこう！：渡邊

金沢／某家茶室での茶会で供された懐石の一部：宮城

Changshu,China/A local wonton shop where I visited many 
times in the research site of my graduation design.：Chen道後温泉の近くで食べた鯛めし：平野

美濃／ B 級グルメ「とんちゃん」。

山盛りの豚とキャベツに特製タレを流し込み

ジュージュー焼いて食べる。：星野

魚津／寿司屋で出てきた「ぶり大根」。

ザ・ぶり大根としか言いようがない。

ただ講演前だったのでお酒は飲めず…。：中島

釧路／勝手丼。酢飯入りの丼を先に買って、ネタは一枚ずつ市場の

中の好きな店から買って載せていくスタイル。店の人に旬の魚や今

日のイチオシを聞きながらオリジナルの海鮮丼を作れる。：松坂

雨季のボツワナでテントが水没し、ザックの上で 1 日過ごした。

：宮園

インドの寝台列車。こんなところ

でも爆睡したので人は横になれば

寝るんだなって感動した。：合田

館山のゴンジロウ：若松

舞鶴の宰嘉庵／町家をリノベーションした宿で

町家の空間構成を体感できたのはおもしろかった。：河崎

別府温泉／男四人で浸かった。：渡邊

つい先日、宿泊した大分県由布院の「玉の湯旅館」

：宮城

Altay, Xinjiang, China./

A local house located on the plateau.：Chen

黒川温泉の御客屋に泊まった。夜の湯あかりが本当に素敵だった。

：谷本

プーケット／年中温暖なためかエントランスと

イートスペースは半屋外。朝食時には椅子に野

鳥が止まるなどしていた。：松坂

金沢／町家の一棟貸し！

路地沿いで前庭に紅葉が生えていて

とても雰囲気良かった。：平野

楢山集落／改修された蔵での宿泊。梁は裏山の木から、土壁は

地面の土から、障子は隣の池で漉いた和紙。この場所でしか再

現できない唯一無二の宿。：神谷

ピラミッドのブロック、寄りだとかなりデカイです。：宮園

ワイマールのバウハウス大学：若松
NewYork　 the vessel：河崎

大宰府のスタバ。意外とよかった。：渡邊

Mexico City, Cuadra San Cristobal by Luis Barragan：宮城

能登島ガラス美術館／やっちゃった系？の外観に見えます

が内部の美しいシークエンスは衝撃的でした。：永野

Baixiangju（白象居）/ An amazing high-rise multifamily 

residential architecture built on the steep hill with a 

platform connecting all buildings. The privacy and public 

here have a very vaguely defined border.：Chen

バンコク／大通りの一本裏の地元の人も食事するタイ

料理屋。（おそらく）公道に大きく屋根が飛び出したり

テーブルが店の外に出ている「ザ路地空間」。：松坂

台中国立歌劇院／

建物に包み込まれる心地よさを

初めて感じた。：神谷

たくさんのご協力ありがとうございました！

夜通し星を見て、初めて地球が回転しているのを自覚した。：宮園

カザフスタンのサーカスで蛇と写

真撮影。首に巻きつく蛇の感覚が

不気味すぎて顎外れた。：合田

シンガポール行く途中の

飛行機で感動の再会：河崎

福岡に母校（福島）の梅が ... ！：渡邊

先日訪れた由布院盆地の全景（ブラタモリでも紹介された場所）：宮城

Fushimi Inari Shrine, Kyoto：Chen

シンガポールの夜景。海上の船の明かりも幻想的で印象に残っている。: 谷本

山形の海。旅館の人に勧められて見た夕焼けがきれいで、

湘南の海とはまた違った景色を味わえた。：星野

一色海岸のピンクすぎる夕焼け。：平野

美幌峠より屈斜路湖を望む／都市計画の手が届か

ない圧倒的自然とスケール感：松坂

　ここからは、写真でこれまでの旅を振り返る。メンバーそれぞれの、旅を通
して出会った〔印象に残っているもの〕を写真で紹介してもらった。
　たった 1枚の写真を通しても、個性溢れる旅のスタイルが垣間見えてくる。

そんな違いを楽しみながら、これまで全国各地を巡ってきた研究室メンバーだ
からこそ知る “とっておき ”を是非ご覧いただきたい。
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建築学科の製図室で設計資料集成と同
じくらい見かけた一冊。「構造デザイ
ン講義」「環境デザイン講義」と併せて、
内藤廣が本学で行った講義を集成して
いる。建築とは何か？設計とは何か？
これらの問いに向き合う勇気を与えて
くれた。

季節や気候、人（同行者・現
地の方）などの環境全体がそ
の旅を印象付ける大きな要素
として、十人十色の「旅」を
彩っていた。これを読み、ま
た新しい「旅」に出てみよう、
そんな気持ちになってもらえ
れば嬉しい。（M1 神谷）

みなかみ PJ では、水上温泉街の再
生の方向性を位置付けるまちづくり
ビジョンの叩き台を作成しました。
地図を囲んで四者で話し合い、認
識や期待の統一を図りました。（M1 
合田）

念願の対面開催でした。「今年の一
枚」写真とそのエピソードを発表し
合い、2 つのお店に分かれて食事、
と大充実の会となりました。同じ場
を共有できる機会が増えていくこと
を期待したいですね。（M1 杉本）

6th
9th
16th
19th
20th
23rd

みなかみ
富士吉田
上野
手賀沼
みなかみ
＠研究室

産官学金報告会
現地調査
第 6 回いけまち
生き物観察会
地元ヒアリング
忘年会

研究室会議 2nd,16th,23rd

産官学金ミーティング開催！ デザ研忘年会開催

続きは都市デザイン研究室 HP で！
https://ud.t.u-tokyo.ac.jp/ja/blog/

LOOKING BACK AT DECEMBER

「今年の 1 枚」
　12 月 23 日に行われた研究室忘年会では、各研究室メンバーが、2021 年を振り返り、" 今年の 1 枚 " を発表しました。それぞれの印象的だった出来事や、来
る 2022 年以降に向けた抱負が選び抜かれた 1 枚と共に語られました。皆様はどのような 1 年を過ごしましたか？

釜石の海岸近くの裏山、佐々木家稲荷という小さ
な避難場所の前面、かつて民家があった場所。避
難場所指定は解除され、民家内を通過する避難ルー
トも消えた。「逃げることができる都市づくり」の
象徴の記憶が失われないよう、復興計画史と避難
場所形成の関係性について論文にしていきたい。

今年、浙江大学大学院を修了した時の写真です。
背後に写っている建物は、日常を過ごしたキャン
パスで、一緒に写っている人たちは、修士を共に
過ごしたクラスメイトです。現在はオンラインで
皆さんに会うのみになっていますが、リアルで研
究室に参加できる日を楽しみにしています！ 

江東区葛西橋の袂の、釣りの船を貸し出す「舟宿」
が集積している場所の写真。殺風景な場所にでも
豊かな体験は宿るのだと感じ、普段 PJ や研究で
頻繁に訪れる福島の被災地で見ているものも、東
京で見ているものも根本的には変わらないことを
実感した。

夜の東大正門前のイチョウ並木の写真。普段見続
けてきたシンボル的な空間が、綺麗に紅葉するこ
とで、違った表情を見せており印象的に感じた。
来年からもまちに関わる仕事に就くので、継続し
て地域に引き継がれてきた歴史や固有の空間を大
事にしていきたい。

A+U の 9 月号で関わったインスタレーション。
2000 枚の写真が手作業で壁に貼られ、機械学習
の地道なプロセスが表現された。アーバンサイエ
ンスはハイテクに思われがちだが設計のスタディ
と本質的に変わらず、いかに異なる手法を融合さ
せるかを考えることが重要だと実感した。

卒業制作を福島県相馬市の方々に発表した際の 1
枚。現地の方々の喜んでくださっている姿を見て、
全身の力が抜けたことを覚えている。今年度はコ
ロナの状況もあり、あまりお手伝いをすることが
出来なかったが、来年以降は機会を見て現地に通
い、自分なりに被災地に向き合い続けたい。

中島直人 准教授

金盼盼 D1

植田啓太 M2

岡本亮太 M2

宮園侑門 M1

渡邉大祐 M1
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